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巻 頭 言
「今日は入学式が行われましたが，どの新入生の顔も輝いていました。」よく耳にする
フレーズだ。日本語で聞くと，特に違和感なく聞き流してしまう。ところが，これを英訳
するには少し注意が必要だ。実際に日本人大学生の英作文を集めたエラータグ付コーパス
には次のような事例がある。
Celphonesareawonderfulinvention,buttheyarestildeveloping.
（携帯電話は素晴らしい発明だが，まだまだ進化している）
この英文の butにエラータグが付けられ，andに訂正されている。エラーは日本語の
「が」をbutと直訳したことが原因のようだ。
多くの日本語母語話者にとって，「が」が逆接を表す接続助詞ということは周知の事実
であろう。しかし，日本語文法の参考書に当たると，「が」には順接の用法もあることが
説明されている。1959年に出版された，清水幾太郎の『論文の書き方』（岩波書店）には，
「が」には「反対でもなく，因果関係でもなく，『そして』という程度の，ただ二つの句を
ぐだけの，無色透明の使い方がある」（p.53）と指摘されている。清水は，この極めて
便利であるがゆえ，無意識に多用してしまう「が」を警戒し，二つの句をぐときは「二
つの事実の間の関係を十分に研究し認識していなければならない」（p.55）と述べている。
果たして，書き上げたばかりの拙文を見直してみると，深く考えることなしに「が」を
多用していることに驚かされる。文頭で述べた日本人大学生も，「が」でがれた二つの
句が逆接関係でないことは少し考えれば明らかであるのに，そのままbutに置き換えて
しまったのだろう。
グローバル化が急速に進む中，国際共通語である英語は今や，私たちの生活にとって必
要不可欠なものである。だからと言って，母語を軽視してよいということにはならない。
以前受講した「意味論」の授業の中で，担当教授が大変厳しい口調で，「日本語母語話者
としてもっと五感を研ぎ澄ましてことばに向かうべきだ」とおっしゃったことを思い出す。
私たちにとって不可分のことば，母語に対してもっと神経を研ぎ澄ませるべきだとつくづ
く思う。
21世紀を担う学生たちには，英語を極めてほしいと願うと同時に，自分たちの母語に
ついてもとことん追求してほしい。それがグローバル時代を生き抜く英語の使い手に求め
られるのではないだろうか。
この紀要への投稿者および編集室の方々に心からの感謝の意を表すとともに，本紀要を
一つの拠点として，本学科の教育研究活動が一層活発になることを祈念する。
（英語コミュニケーション学科 惠）
